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ポスト京都を考える順番

地球温暖化問題の特質を考える

京都議定書の特徴を考える

現状を考える １．先進国

２．途上国

まとめを考える



地球温暖化問題の特質

１．地球規模の公共財→非排除性・非競合性

① 温室効果ガス濃度‥公共財

② 利他的

③ フリーライダー問題

④ 対応の仕方‥促進的な対応、納得感



地球温暖化問題の特質

２．技術開発が必要とされる長期的課題

代替技術の開発が不可欠

３．費用対効果の追求
①効率性（費用対効果のよい選択肢の採用）

② 衡平性（途上国との関係、国際競争への影響）

４．気候変動の解明は進行中

不確実性‥Ex. 気温 １．４℃～５．８℃上昇、
海面９ｃｍ～８８ｃｍ上昇（ｂｙ ２１００年）



京都議定書の特徴

１．数値目標をめぐる諸要素

(１) 削減目標の達成難易度の格差
(２) 基準年
(３) EUバブル
(４) 不遵守の場合の罰則

２．約3分の１の問題



京都議定書の特徴
1． 数値目標をめぐる諸要素
(１)削減目標の達成難易度の格差 と (２)基準年 と (３)EUバブル

－６％ －８％ －７％



京都議定書の特徴
1． 数値目標をめぐる諸要素
(４)不遵守の場合の罰則
・・・達成できなかった削減量の1.3倍を次期の約束期間に
割り当て許容量から差し引く

第ｎ約束期間 第ｎ＋１約束期間

X
1.3X

インサイダーに厳しくアウトサイダーには寛容な仕組み



京都議定書の特徴

これらを理由に米・豪が離脱。

途上国は、「共通だが差異のある責任」と
ベルリンマンデートを楯にして義務を負うこと
を拒んでいる。

「約3分の1の問題」



京都議定書の特徴
2． 約3分の１の問題



現状

１．先進国

２．途上国

３．先進国と途上国



１．先進国
現状① エネ効率

先進国



現状② 温暖化対策外の要因による排出削減

独・東西統一

英・エネルギー転換 GHG排出減少
露・経済低迷

温暖化対策を目的とした結果ではなく、

副産物として実現された。

先進国



現状③ 運輸・民生部門のエネルギー消費量増大

先進国



２．途上国
現状① エネルギー起源のCO2増加

途上国



現状② 今後の予測

途上国



３．先進国と途上国

エネルギー起源CO2排出量
上位30ヶ国中、途上国15ヶ国（2000年）
GDP当たりのエネルギー起源CO2排出量

途上国21ヶ国
１人当たりのエネルギー起源CO2排出量

途上国10ヶ国
→負担のあり方を考えるにあたっては、既存の先進国、
途上国という分類にとらわれてはならない。

途上国



まとめを考える

なるほど。 以上のことを踏まえて、途上国と
米国の参加を得られるようなレジームを構築し
なければならないのか。

がんばります。

トスポ京都パート一同

THE END


